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私たちのくらしを守る憲法について学ぶ ～新宗連・京都「憲法学習会」～ 

 9 月 3 日、『平和憲法と国民投票』をテーマに「新

宗教団体連合会（新宗連）京都府協議会」による「平

和学習会」が、立正佼成会京都普門館において開催さ

れました。6 教団から 30 名が参加しました。 

 安倍総理は昨年 5 月3 日に、改憲派の集会に寄せら

れたビデオメッセージで「２０２０年を新しい憲法が

施行される年にしたい」と意欲を見せ、さらに「憲法

9 条の 1 項と 2 項は残した上で、自衛隊の存在を明記

する条文を加える考え」であることを明らかにしまし

た。 

 これを受けて、新宗連は全国で学習会を実施するこ

とを決め、その一環として京都でも実施することにな

りました。今回の学習会では新宗連の山田匡男総局長

を講師として迎えて行われました。 

 憲法問題というと難しいものという感覚をもってい

る聴講者でしたが、ユーモアたっぷりの講演に、楽し

く学ぶことができ、避けて通れない重要な問題だと認

識することができました。参加者はこの話を各教団に

持ち帰って、みんなに伝えていきたいと述べていまし

た。 

 

～講演の趣旨～ 

■新宗連の結成 

 新宗連は 1951 年に結成されたが、戦前・戦中に弾

圧されていた宗教団体が、「信教の自由」を守ること、

二度と戦争を起こさないという「絶対非戦」の精神を

貫くことを信条として活動してきた。 

■信教の自由 

 戦前の大日本国憲法においても「信教の自由」は保

障されていた。しかし、「安寧秩序を妨げない限り」と

いう条件付きであったため、時の権力者の考えによっ

て多数の宗教団体が弾圧された。 

 この付帯条件が憲法の条文に書かれることは、権力

者に利用されることを物語っている。今の憲法には「信

教の自由は何人に対しても保障する」と定められ、明

治憲法のような制限は書かれていない。 

■絶対非戦 

 絶対非戦は、「二度と戦争は起こさない」「国際問題

を武力で解決しない」という精神に立脚している。 

 新宗連青年会が中心になって行っている「戦争犠牲

者慰霊及び平和祈願式典（8・14 式典）」や、昨年 11

月に行われた集会で北朝鮮問題を平和的に解決するよ

う祈りを捧げ、政界に対して武力でなく対話と協調に

より問題解決するように訴えた。 

■問題の多い国民投票 

 憲法は国会で 3 分の 2 以上の賛成によって発議さ

れ、国民投票で過半数の賛成があれば改正される。し

かし、投票総数の過半数であり、国民の1/2 ではない

ので、少数の人の賛成だけで改正されることもある。 

 昨今の国会の状態では、憲法改正について、国民に

十分説明しないまま、国民投票になる可能性が高い。

よく分からないと投票に行こうとしない人が多くな

り、組織票をもつところが優位になる。だからこそ、

この問題をしっかり学び、第一歩を踏み出すべきだ。 
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平成３０年、私たちは「勇気をもって 私らしく やってみよう」を実践して参ります。 

平安月報 
The HEIAN monthly report 
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今月のことば ～自他ともに心楽しい精進を～ 西京支部婦人部長 平林希予 

今月は、西京支部婦人部長の平林希予が担当させて

頂きます。 

 

私は現在、家庭と仕事、学校や地域、教会のお役と

毎日大変充実した日々を送っております。そんな中、

今回のお役を頂き、今月のご法話「自他ともに心楽し

い精進を」を拝読させて頂きました。まさに、日々精

進の私ですが、いつも心楽しくさせて頂けてるかなと

振り返らせて頂きました。 

沢山の事柄があると、やらなくてはならないからと、

気負ってしまったり、責任があるからと頑張ってしま

います。それも時として大切なことかも知れませんが、

そればかりだと、いつの間にか心楽しくとは、かけ離

れた精進になってしまうのではないかと感じさせて頂

きました。 

ご法話では、精進というのは、気負って努めること

でも、苦しみに耐えながら励むことでもないと。精進

とはまじり気のない、自分本来の力をまっすぐに発揮

すること、そして、その精進を通して本来の自分(仏性)

に出会うことに喜びがあると教えて頂きました。 

ちょうどこの夏、このご法話のような有難い体験をさ

せて頂きました。 

西京支部では今年の 8 月、青少年育成の取り組みの

中で、少年部を中心に家族みんなで 1泊2 日のお当番

修行をさせて頂きました。私は実行委員のメンバーと

して、又、子供達を送り出す親として参加させて頂き

ました。前日のつなぎのお役から、ご供養、宿直、翌

日のお当番と、普段なかなか経験することのない体験 

を、大人のサポートを借りながら、子供達は立派にお

役を果たしてくれました。 

今回が初めての経験だったので、私も子供達がどこ

までやってくれるのか、少し気になりながらサポート

してましたが、聖壇のお役も前日の夕方からみんなで

一所懸命練習し、夜6 時のご供養、朝の 9時のご供養、

12 時の唱題修行を子供達でさせて頂く事ができまし

た。 

また、小さい子達も、夜の見回りや法座席の掃除や

庭の水撒きなど、みんなで楽しくさせて頂きました。 

その姿は決して気負って努めてるのではなく、それぞ

れ自らが輝いて、充実感に満ち溢れた素晴らしい姿で

した。子供達の輝かしい仏性を見させて頂き、本当に

感動しました。子供達のまじり気のない、自分本来の

力をまっすぐに発揮した姿をみて、私自身も清々しい

気持ちになりましたし、これこそが会長先生のおっし

ゃられた「自他ともに心楽しい精進」なのだと感じさ

せて頂きました。 

私も教会のお役はもちろん、家庭や仕事、地域にお

いて、様々な出来事がありますが、その時々の自分本

来の力がまっすぐに発揮出来るような自分にならせて

頂きたいと思いました。つい、自分のものさしで目の

前の現象を素直に受け取れなかったり、特に身近な家

族にはわがままな心が出たりします。 

それでも、そんな心を反省したり、懺悔しながら自

分自身の仏性に向き合い、自他ともに心楽しい精進が

出来るような私にならせて頂きたいと思います。あり

がとうございました。合掌 

 

健康長寿祈願供養 ～入会した年の記憶が長寿の秘訣！～ 

 9 月 15 日、釈迦牟尼仏ご命日式典後、健康長寿祈

願供養が行われ、75 歳以上の 138 名が参加されまし

た。 

式典は読経供養、感謝の説法、佐藤教会長の言葉と

続き、読経供養中に対象となった方の名前の読み上げ

が行われました。 

感謝の説法では 3 名の方が述べられ、１人目の北岡

さんは、ここまでこられたのも亡くなった主人のおか

げ、「おかげさま」と「ありがとう」しかない、幸せで

たまらない、と述べると共に１００歳目指して頑張り

たいと抱負を発表されました。 

２人目の松井さんは広島県出身で、今まで支部長さ

んや主任さんの言われるままに修行して来たこと、１

５年前に京都にやって来て、今は２００名余の老人会

で会計監査のお役をしていること、地域の方から「松

井さんはボランティア精神がスゴイ」と表彰を頂いた

ことなどを発表されました。 

３人目の滝口さんは入会当時、小さい子供を連れ幹

部さんについて導き修行をしたこと、実践すれば必ず

救われること、実践する中で自分を磨き人格を高める

と教えて頂き自分の人生観、価値観が一変したことを

述懐され、今後、地域社会へ布教伝道していきたいと

述べられました。 

佐藤教会長はお祝いの言葉の中で、早朝から会長先

生の代理として石清水八幡宮の祭事に参加してきたこ

とを報告。晴れ用の儀式、雨用の儀式が用意されてい

るそうで、その点、京都教会は一つ大きな屋根の下、

楽に修行をさせて頂けると感謝の気持ちを披露されま

した。 

また感謝の説法にふれ、3 名とも入会した年を覚え

ておられることに驚き、長寿の秘訣だと解説。そして

功を積むことが功徳であり、その大切さや毎日続ける

ことの大切さ、毎日続けるからこそ本物になれると常

精進を促し、結びとしました。 
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脇祖さま報恩会に今井教学委員長 ～日常生活の中に信仰を～ 

9 月 10 日、脇祖さま報恩会が行われ、多くの会員

が参拝しました。 

式典は読経供養、讃嘆歌斉唱、やくしん私のイチ押

し発表、体験説法、ご講話と続きました。 

やくしん私のイチ押しでは乙訓支部文書担当の村田

さんが発表。法座は佼成会の命で、正直に打ち明ける

ことで自分を高め、他を利することから、自身も他の

人の悩みを自分のこととして受け止められるようにな

ってきたと述べました。また支部での月一回ファミリ

ー講座では開祖さまの法話集「菩提の萌を発さしむ」

をテキストに開催、気軽に人と話すのが苦手だった自

分が徐々に変化してきたと報告しました。 

体験説法は中央支部の林支部長さんが、自閉症の子

育てを通して、相手の話しは根気よく待つこと、相手

が納得できるような話し方に努力できる自分に変化し

てきたと報告。その経験を活かして、現在支部長とし

て支部内から様々な意見や思いを聞かせて頂くように 

なり、関わりの中で会員さんが家庭実践して救われた

ことを発表しました。そして会員さんが惜しみなくつ

ながるように励みたいと決意を述べました。 

講話に立った今井克昌教学委員長は、大学生時代に

京都教会右京支部で青年部員として活動していて、当

時の滝口教会長さん、永田事務長さんをはじめ学生部、

青年部の皆さんにお世話になったと述懐した。やくし

ん発表や体験説法にもふれ、私たちは誓願して娑婆世

界に生まれてきており、林支部長さんこそ誓願されて

病気を持つ子供の親となりたいと誓願されたに違いな

いと述べた。 

また脇祖さまのご生涯を紹介。厳愛の二法で根性を

切り替え、子供の非行、借金問題、主人の浮気等から

多くの方が救われてきたと述べた。 

最後に佐藤教会長は謝辞の中で、佼成会の信仰は「信

仰即生活」だと述べるとともに、お師匠さまのご指導

やお姿を身近に感じるように心掛けたいと結ばれた。 

 

秋季彼岸会 ～命の尊さをかみしめて～ 

 9 月 23 日、秋季彼岸会が教会法座席で行われ、戒

名読み上げ者、参拝者が多数参加しました。 

式典は奉献の儀、手紙披露、読経供養、説法、佐藤

教会長の言葉と続きました。 

説法では不妊治療の結果、結婚１７年目に授かった

息子が学校で先生にきつく注意されたことを通して、

息子の性格が優しいことや誰よりも努力していること

はお母さんが一番よく知っていると言えたと発表。そ

して、家庭が安らぎのある場所であるようにと息子の

ことで家族が一つになれたことや自分自身も親の思い

が分かったと述べられました。 

佐藤教会長は言葉の中で、今回の彼岸会のテーマが

「宇宙まで届く先祖供養」であることにふれ、23 日

に日本が打ち上げた「こうのとり」が宇宙ステーショ

ンまで物資を運んだことや「はやぶさ２」の探査機が 

惑星に到着したと報告。その因縁の不思議さを述べた。 

また説法の内容に触れ、簡単に人は生まれてこない

と命の尊さを述べた。授かった命も病気などになるこ

ともあるため、家を港に例え、エンジンを止めて点検

してリフレッシュする基地が港であり、家であると説

明。出港する時、帰港する時に手を振るように家庭で

も出来ると理想的だと解説した。 

また回向文の解説を行い、釈尊は長い間、難行苦行

され休むことはなかったように、「急がず、休まず」が

大切であって、お彼岸の期間だけ功徳を積むというの

は感心しません、と述べた。 

最後に徳は耳からではなく、目から入るため、徳の

ある人になるためには自分の行いを美しくし、「あの人

のようになりたい」と思ってもらえるように、常精進

の大切さを述べ、結びとしました。 

 

日常生活の中の仏教用語 ～えっ？こんな言葉も仏教が語源？～ 

今年から始まる新コーナー。言葉のルーツを知って仏教に親しみを持ちましょう。 

【畜生（ちくしょう）】 

仏教では、輪廻（生まれ変わりをすること）の世界

のうちの三悪道のひとつに「畜生道」がある。考えが

なく、動物的な本能にまかせて行動することをいい、

そんな人生を送った者は、人間以外の動物に生まれ変 

わるという。やがて、生き物のうち、人間以外、特に

獣を指し、さげすんでいう言葉になった。 

 普通、「ちくしょう！」というときは、人をののし

ったり、自分自身に腹を立てて自虐的に使われる。 

（「仏教早わかり百科～主婦と生活社～」から抜粋） 

 

記事募集のお知らせ 

読者のみなさんから記事や写真・絵を募集します。 

年齢、性別は問いません。教会までお送り下さい。 

・敬老の日の思い出 

・学校の運動会、地域の運動会の思い出や写真など 
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庭 野 日 敬 開 祖   法 話 集 ～開祖随感より～ 

10 月は、全国各地で「お会式」が行われます。そこで今月は、共に比叡山で学び「宗祖」となられた、日

蓮聖人・道元禅師のお言葉から、学んでみたいと思います。                 （編集部） 

【大恩を知る】 

この人生でなによりも大事なのは、自分自身を知る

ことです。その本当の自分に気づかせてくれるのが、

宗教なのです。小学校から大学まで、あり余るほどの

知識を詰め込んできていながら、そのいちばん肝心か

なめのところを教わらず、そこを突き詰めて考えよう

としない人が、多くなっているように思えます。それ

をつかまないと、物や金だけを頼りにして、それに振

り回される生き方に流れがちなのです。 

人は自分一人だけの力で生きているのではなく、生

かされている自分であることを知ってこそ、どう生き

るのが本当の生き方なのかが分かってきます。周囲の

社会と切っても切れない関係でつながり、まわりによ

って生かされている自分の責任を、どう果たしていく

か。その大もとが定まらないと社会でのさまざまな関

係が整っていかないのです。 

 日蓮聖人は『報恩抄』で、父母の恩、師の恩、国の恩

に報いる大切さを教えられていますが、自分がこの世

にあるその恩を知ることで、自分の生き方が定まって

きます。現代の社会のさまざまな問題の根は、一人ひ

とりが尊い命をいただいているその大恩を教えなくな

ったところにあるように思うのです。 

 

【子を持って知る】 

「信なしに法華経を行じようとするのは、手を使わず

に宝の山に入るようなものだ」と日蓮聖人は仰せられ

ました。せっかく功徳の宝庫であるご法の縁に触れな

がら救われずにいるのは、本物の信をつかんでいない

からなのですね。どうしたら、その信をつかめるかで

す。 

「子を持って知る親の恩」という言葉があります。ご

法の修行も、本当に法に入ったといえるのは、導きの

子ができたときです。人をご法にお導きしようという 

のは、一筋縄でいくものではありません。いろんな方

便を考えて、何度も繰り返し繰り返し話してあげなけ

ればなりません。「なんとしても分かってもらいたい」

と、心から念じなくてはなりません。 

 それこそ親がわが子のことを心配するように、あれこ

れ気を配っているうちに仏さまのお慈悲が身にしみて

分かってくるのです。そうして一人の人を本当にお導

きできたとき、自分もちゃんと法にかなった行ないが

できるようになっているのです。 

私が「一人が一人を導いて、みなさんにご法の親に

なっていただきたい」とお願いしているのも、この宝

を自分のものにしてもらわなくては私の役が果たせな

いと思えばこそなのです。 

 

【一期一会（いちごいちえ）】 

この世のことは、あっというまに移り変わっていく

ものだと頭では分かっていても、それが身にしみて分

かるのは、ある年齢になってからなのかもしれません。

それまではつい、またいつでも習える、いつでも見ら

れる、いつでも会えると、一日一日の大切さ、一つ一

つの出会いのかけがえのなさに気づかずに過ごしてし

まうことが多いのではないでしょうか。 

ある人が道元禅師に、「学道を心がけて何年にもなり

ますが、一向に悟るところがありません。なぜなので

しょうか」と尋ねたのに対して、道元禅師は、こう答

えられています。「それは、本気か本気でないかの問題

だ。本気になれないのは、この世の無常をわが身に実

感していないからだ」と。 

家族の一人ひとり、毎日起こる出来事の一つ一つ、

教会道場でのさまざまな人との出会いを、もういちど

見直してみたいものです。同じ毎日、同じ人たちが、

まるで違った感動をもって見られるようになってくる

と思うのです。             （つづく） 
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朔日参り 

開祖さま入寂会 

脇祖さまご命日 

日蓮聖人遠忌法要 

釈迦牟尼仏ご命日 

朔日参り 

開祖さまご命日 

脇祖さまご命日 

七五三式典 

開祖さま生誕会 

先月 16 日に“歌姫”と言われた安室奈美恵さんが

芸能界を引退し、一般人になりました。1 年前の発表

にはじまり、その日を迎えるまで様々なイベントが開

催されたようですが、引き際の潔さに彼女の達成感も

伝わってくる思いです。過去に歌姫と言われた方でも、

山口百恵さんにも同様の印象を受けます。仏教では執

着することで苦が生まれるとする教えがあります。彼

女の行動から執着しないことの大切さを教えてもらっ

たような気がします。今後、京都市内の高級マンショ

ンに住むとか…。そっとしてあげたいものです。 


